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一　

社
会
的
経
済
の
広
が
り

　　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
と
も
な
い
地
域
社
会
の
あ
り
方
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
問
題

と
な
ろ
う
。
15
の
国
家
の
枠
を
越
え
て
市
場
統
合
を
図
る
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
も
、
資
本
の
自
由
移
動
に
と
も
な
い

地
域
社
会
の
衰
退
化
が
激
し
く
、
地
域
社
会
の
維
持
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
社
会
の
活
性
化
を

図
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
草
の
根
レ
ベ
ル
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、
地
域
で
活
動
し
よ
う
」（T

hink 
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globally, act locally

）
を
モ
ッ
ト
ー
に
住
民
主
体
の
運
動
が
発
展
中
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
自
体
も
地
域
社
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
民
間
非
営
利
組
織
に
対
す
る
支
援
を
政
策
化
し
て
い
る
。
そ
の
際
Ｅ
Ｕ
は
、
政
策
対

象
と
す
る
民
間
非
営
利
組
織
を
「
社
会
的
経
済
」（social econom

y

）
の
組
織
と
い
う
名
称
で
総
括
し
て
い
る
。

　

１
９
８
９
年
に
Ｅ
Ｃ
委
員
会
（
Ｅ
Ｕ
委
員
会
の
前
身
）
の
第
23
総
局
内
に
社
会
的
経
済
組
織
の
振
興
を
目
的

と
す
る
社
会
的
経
済
部
局
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
の
社
会
的
経
済
組
織
に
つ
い
て
の
Ｅ
Ｃ
委
員
会
の
基
本

的
な
認
識
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　

・　

定
義
。
社
会
的
経
済
の
組
織
は
、
社
会
的
目
的
を
も
っ
た
自
立
組
織
で
あ
り
、
連
帯
と
一
人
一
票
制
を

基
礎
と
す
る
メ
ン
バ
ー
参
加
を
基
本
的
な
原
則
と
し
て
い
る
。
一
般
的
に
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
協
同
組
合
、
共

済
組
合
あ
る
い
は
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
法
的
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

　　

・　

現
状
。
協
同
組
合
に
つ
い
て
は
、
消
費
協
同
組
合
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
小
売
事
業
高
の
約
10
％
を
占
め

て
い
る
。
農
業
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
農
産
物
の
約
60
％
が
協
同
組
合
を
通
じ
て
収
集
、
加
工
、
販
売
さ
れ
て

い
る
。 

金
融
業
界
で
は
協
同
組
合
銀
行
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
全
預
金
高
の
約
17
％
を
占
め
て
い
る
。 

共
済
組
合

に
つ
い
て
は
、
約
４
０
０
０
万
世
帯
が
健
康
保
健
と
年
金
の
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
。 

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
い
て
は
、
保
健
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ
ャ
ー
、
旅
行
、
ホ
テ
ル
、
環
境
保
全
、
地
域
開
発
、

貧
困
対
策
な
ど
の
分
野
で
活
発
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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・　

評
価
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
社
会
的
経
済
組
織
は
社
会
変
化
に
対
す
る
適
応
能
力
を
示
し
先
駆

的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。 

た
と
え
ば
、
社
会
保
険
、
年
金
な
ど
の
相
互
扶
助
組
織
を
つ
く
り
、
今
日
の
社
会

保
障
制
度
の
基
礎
を
築
い
た
。 

社
会
的
経
済
組
織
は
、
社
会
的
目
的
を
も
ち
、
連
帯
の
力
に
よ
っ
て
社
会
的
評

価
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
す
能
力
を
も
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
市
民
、
生
産
者
、
消
費
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
多
様
な
仕
方
で
応
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
市
場
を
開
拓
し
う
る
。 

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
公
共
的
な

活
動
へ
の
市
民
参
加
を
促
し
、
個
人
を
守
り
、
社
会
の
基
本
的
価
値
を
維
持
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

・　

政
策
。
Ｅ
Ｃ
は
、
他
の
形
態
の
企
業
が
利
用
で
き
る
援
助
措
置
（
情
報
提
供
、
財
政
援
助
、
職
業
訓
練

へ
の
援
助
な
ど
）
を
社
会
的
経
済
組
織
に
も
提
供
し
、
社
会
的
経
済
組
織
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
市
場
か
ら
利
益

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。 

Ｅ
Ｃ
加
盟
国
の
国
内
法
が
そ
れ
を
阻
害
す
る
場
合
は
、
そ
の
改
正
に
努
め
る
。

　

 

Ｅ
Ｕ
の
こ
の
よ
う
な
政
策
を
背
景
に
し
て
、
今
日
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
社
会
的
経
済
セ
ク
タ
ー
と
い
う
構
想
の

も
と
で
、
協
同
組
合
・
共
済
組
合
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
集
合
体
と
し
て
の
民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
づ
く
り
が
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。
具
体
的
な
事
例
は
拙
著
『
社
会
的
経
済
セ
ク
タ
ー
の
分
析
』（
岩
波
書
店
）
で
紹
介
し
た
の
で
、
こ

こ
で
は
２
つ
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。



4

　

社
会
的
経
済
を
理
念
と
す
る
地
域
社
会
活
性
化
の
実
践
例
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
地
方

の
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ
が
有
名
で
あ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
の
失
業
率
が
約
20
％
と
い
う
不
況
の
な
か
で
、
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ
は
い
ぜ
ん
と

し
て
労
働
者
数
を
増
加
さ
せ
て
い
る
。
約
90
の
協
同
組
合
か
ら
な
る
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
グ
ル
ー
プ
は
、

３
つ
の
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
財
政
グ
ル
ー
プ
の
中
心
を
な
す
労
働
人
民
金
庫
は
、 

支
店
数
２
０
４

を
も
ち
、
ス
ペ
イ
ン
の
２
７
０
銀
行
中
の
25
位
に
位
置
す
る
。
工
業
グ
ル
ー
プ
は
冷
蔵
庫
と
洗
濯
機
の
国
内
生

産
で
第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。
流
通
グ
ル
ー
プ
は
食
品
に
関
し
て
は
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
で
第
１

位
を
占
め
て
い
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
民
間
非
営
利
組
織
の
多
く
が
自
ら
を
社
会
的
経
済
組
織
と
し
て
認
識
し
は
じ
め
、
国
内
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
だ
け
で
な
く
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
社
会
的
経
済
組
織
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
も
推
進

し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
１
９
９
８
年
11
月
に
は
、
労
働
党
政
府
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
民
間
非
営
利
組
織
代
表
と

の
間
で
「
コ
ン
パ
ク
ト
」
と
呼
ば
れ
る
合
意
書
が
締
結
さ
れ
た
。
こ
の
合
意
書
は
、
民
間
非
営
利
組
織
の
活
動

が
「
民
主
社
会
に
不
可
欠
な
要
素
」
で
あ
り
「
社
会
の
発
展
に
重
要
で
あ
る
」
と
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
政

府
と
民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
が
相
互
に
「
補
完
的
な
役
割
」
を
果
た
し
て
お
り
、
両
者
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
」
を
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
が
可
能
に
な
る
、
と
評
価
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
政
府
は
同
セ
ク
タ
ー
に
対
し
て
、
独
立
性
の
確
保
、
資
金
援
助
、
政
策
の
立
案
段
階

か
ら
の
参
加
、
を
約
束
し
て
い
る
。
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二　

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
社
会
的
経
済
セ
ク
タ
ー
の
位
置

　

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
見
る
と
、
民
間
非
営
利
組
織
が
集
ま
っ
て
社
会
的
経
済
セ
ク
タ
ー
を
構
成
す
る

こ
と
に
な
る
。
日
本
は
例
外
で
あ
る
が
、
多
く
の
国
で
は
、
こ
の
セ
ク
タ
ー
は
第
３
セ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
で
は
、
こ
の
第
３
セ
ク
タ
ー
は
社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
中
で
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

Ｖ
・
ペ
ス
ト
フ
は
社
会
を
構
成
す
る
領
域
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家
、
市
場
、
第
３
セ
ク
タ
ー
を
図

の
よ
う
な
三
角
形
に
表
し
、
第
３
セ
ク
タ
ー
を
他
の
３
領
域
を
関
係
づ
け
る
中
心
に
位
置
づ
け
、
第
３
セ
ク
タ

ー
の
媒
介
機
能
を
重
視
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
国
家
、
市
場
、
の
そ
れ
ぞ
れ
の
欠
陥
を
補
う
も
の
と
し
て
第
３

セ
ク
タ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
社
会
の
諸
領
域
の
良
好
な
混
合
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
だ
し
て
い
く
と
主
張
す

る
。　

　

以
下
で
は
、
ペ
ス
ト
フ
の
見
解
を
敷
衍
す
る
か
た
ち
で
、
私
見
を
加
え
な
が
ら
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
位
置
と

役
割
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
（
ペ
ス
ト
フ
の
図
も
こ
こ
で
は
単
純
化
し
て
あ
る
）。
図
の
大
き
な
三
角

形
を
四
つ
の
社
会
領
域
に
区
分
す
る
た
め
の
第
一
の
境
界
線
は
、
人
間
集
団
が
フ
ォ
ー
マ
ル
か
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
か
で
社
会
領
域
を
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組
織
」
に
つ
い
て
は
、
サ
ラ
モ
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ン
と
ア
ン
ハ
イ
ア
ー
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
参
考
に
な

る
。「
フ
ォ
ー
マ
ル
に
組
織
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と

は
、「
組
織
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
る
こ
と
。た
と
え
ば
、

定
期
的
な
会
合
を
も
つ
組
織
、
幹
部
ス
タ
ッ
フ
を
持
つ
組

織
、
手
続
き
規
定
を
も
つ
組
織
、
法
人
格
を
も
つ
組
織
な

ど
、
一
定
程
度
の
継
続
性
を
も
つ
組
織
で
あ
る
こ
と
」
で

あ
る
。 　

　

第
一
の
境
界
線
が
引
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
・
地

域
社
会
が
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
領
域
に
属
し
、
そ
の
他
の

社
会
組
織
が
フ
ォ
ー
マ
ル
な
領
域
に
属
す
る
こ
と
に
な

る
。

　

こ
の
区
分
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
社
会
的
組
織
と
の
関

連
を
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。

　

近
代
社
会
の
特
徴
を
端
的
に
あ
ら
わ
す
も
の
と
し
て

「
身
分
か
ら
契
約
へ
」（
Ｈ
・
Ｊ
・
メ
ー
ン
）、「
ゲ
マ
イ
ン

シ
ャ
フ
ト
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
へ
」（
Ｆ
・
テ
ン
ニ
ー
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ス
）（
英
訳
はfrom

 com
m

unity to society

）
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
社
会
関
係
が
個
人
の

伝
統
的
社
会
へ
の
帰
属
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
社
会
か
ら
、
自
由
な
個
人
間
の
合
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
社

会
へ
の
歴
史
的
変
化
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
す
な
わ
ち
血
縁
・
地
縁
関
係
に
よ
る
人

の
結
び
つ
き
か
ら
、
伝
統
的
共
同
体
か
ら
解
放
さ
れ
た
自
由
な
個
人
の
自
発
的
意
志
に
よ
る
フ
ォ
ー
マ
ル
な
組

織
の
形
成
と
い
う
歴
史
的
動
向
を
示
し
て
い
る
。

　

第
二
の
境
界
線
は
、「
国
家
か
民
間
か
」
で
社
会
領
域
を
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
境
界
線
を
引
く
こ
と

に
よ
っ
て
国
家
の
領
域
（
第
１
セ
ク
タ
ー
）
が
図
示
さ
れ
る
。

　

第
三
の
境
界
線
は
「
営
利
か
非
営
利
か
」
で
社
会
領
域
を
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
境
界
線
を
引
く
こ

と
に
よ
っ
て
民
間
営
利
組
織
の
領
域
（
第
２
セ
ク
タ
ー
）
と
民
間
非
営
利
組
織
の
領
域
（
第
３
セ
ク
タ
ー
）
が

図
示
さ
れ
る
。

　
　
　

三　

社
会
的
経
済
の
現
代
的
意
義

　

近
代
社
会
の
特
徴
と
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
領
域
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）
が
相
対
的
に
縮
小
し
て
、
フ
ォ

ー
マ
ル
な
領
域
が
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ
た
。 

さ
ら
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
フ
ォ
ー
マ
ル
な

領
域
で
あ
る
三
つ
の
セ
ク
タ
ー
と
の
関
連
で
歴
史
的
変
化
を
大
き
く
見
る
と
、
原
始
社
会
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
支
配
的
な
位
置
を
占
め
、
農
業
社
会
で
は
第
１
セ
ク
タ
ー
（
権
力
機
構
）
が
支
配
的
な
位
置
を
占
め
、
工
業
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社
会
で
は
市
場
が
拡
大
し
て
第
２
セ
ク
タ
ー
（
民
間
営
利
セ
ク
タ
ー
）
が
支
配
的
な
位
置
を
占
め
、
第
３
次

産
業
と
情
報
化
が
進
展
す
る
ポ
ス
ト
工
業
社
会
で
は
第
３
セ
ク
タ
ー
と
市
民
社
会
が
発
展
す
る
可
能
性
が
生

じ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　

　

多
く
の
第
３
セ
ク
タ
ー
研
究
者
が
共
通
し
て
強
調
し
て
い
る
点
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
が
も
っ
て
い
る
市
民

社
会
形
成
機
能
で
あ
る
。

　

サ
ラ
モ
ン
と
ア
ン
ハ
イ
ア
ー
は
、「
人
び
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
に
応
え
、
市
民
社
会
を
確
立
す
る
た
め
に

幅
広
い
役
割
を
に
な
っ
て
き
た
組
織
」
と
し
て
民
間
非
営
利
組
織
を
と
ら
え
、「
第
３
セ
ク
タ
ー
は
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
第
一
義
的
に
『
市
民
の
セ
ク
タ
ー
』
な
の
で
あ
る
」
と
結
論
し
て
い
る
。

　

で
は
、
第
３
セ
ク
タ
ー
が
も
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
な
市
民
社
会
形
成
機
能
は
歴
史
的
観
点
か
ら
ど
の
よ
う

に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

サ
ラ
モ
ン
は
非
営
利
組
織
の
世
界
的
な
急
増
現
象
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
の
「
結
社
革
命
」

（associational revolution

）
の
進
行
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　
「
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
第
３
セ
ク
タ
ー
を
形
成
す
る
無
数
の
自
立
的
民
間
組
織
は
、
利
益
を
株
主
や

　

役
員
に
配
当
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
利
益
組
織
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
り
、
国
家
の
枠
組
み
の
外
側
で

　

公
共
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
組
織
が
世
界
的
に
拡
散
し
て
い
け
ば
、
国
家
と
市
民
の
関
係

　

が
永
続
的
に
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
」。
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さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
結
社
革
命
に
よ
る
市
民
革
命
の
実
現
を
も
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、

市
民
革
命
は
市
民
が
政
治
権
力
の
主
体
に
な
る
と
い
う
政
治
革
命
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

結
社
革
命
に
よ
る
市
民
革
命
は
社
会
総
体
に
係
わ
る
社
会
革
命
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
政
治
権
力
を
奪
取
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
政
治
革
命
で
は
な
く
、
市
民
社
会
に
お
け
る
住
民
の
連
帯
の
力
を
基
礎
に
し
て
、
社
会
の
総

体
（
経
済
、
社
会
、
政
治
、
文
化
の
各
領
域
）
に
お
い
て
市
民
が
主
権
者
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
重
視
す
る
革

命
で
あ
る
。
住
民
が
主
体
的
に
組
織
す
る
各
種
の
民
間
非
営
利
組
織
を
基
盤
に
し
て
社
会
の
基
底
か
ら
積
み
上

げ
て
い
く
革
命
と
も
言
え
よ
う
。

　

市
民
社
会
に
お
い
て
新
し
い
形
態
の
共
同
体
を
い
か
に
つ
く
る
か
。
近
代
以
降
の
人
類
史
の
一
大
課
題
と
も

言
う
べ
き
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
述
べ
る
な
ら
ば
、
住
民
・
市
民
の
自
発
的
な
連
帯
活
動
の
領
域
と
し
て
の
第

３
セ
ク
タ
ー
が
、
市
民
社
会
形
成
と
市
民
社
会
に
お
け
る
新
し
い
共
同
体
の
形
成
の
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
う
る
社
会
的
位
置
を
占
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
市
民
社
会
は
伝
統
的
共
同
体
か
ら
自
由
に
な
っ
た

個
人
と
し
て
の
市
民
が
構
成
す
る
社
会
で
あ
る
が
、
共
同
体
か
ら
の
自
由
は
一
面
で
は
個
人
の
孤
立
化
を
生
じ

や
す
い
。
個
人
と
全
体
社
会
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
す
の
が
中
間
集
団
で
あ
る
が
、
種
々
の
中
間
集
団
の
う
ち

で
も
個
人
の
主
体
性
を
も
っ
と
も
発
揮
し
う
る
集
団
形
態
は
自
発
的
結
社
と
し
て
の
民
間
非
営
利
組
織
で
あ
ろ

う
。
民
間
非
営
利
組
織
は
市
民
社
会
に
お
け
る
公
共
的
活
動
を
通
じ
て
諸
個
人
を
結
び
つ
け
、
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ

か
ら
公
共
性
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
社
会
内
部
に
お
け
る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
機
能

を
も
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。



10

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

http://jicr.roukyou.gr.jp/hakken/2000/08/tom
izaw

a.htm
l

◇現代労働組合研究会のＨＰへ（ＴＯＰ）
http://e-kyodo.sakura.ne.jp/roudou/111210roudou-index.htm


